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連結業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、2026 年５月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。

記

１．2027 年３月期 第２四半期（中間期） 連結業績予想数値の修正（2026 年４月 1 日～2026 年９月 30 日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
中 間 純 利 益

1 株 当 た り

中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (A) 40,600 ▲500 ▲300 ▲300 ▲10 円 26 銭

今 回 修 正 予 想 (B) 39,510 ▲680 ▲430 ▲290 ▲9 円 91 銭

増減額(B - A) ▲1,090 ▲180 ▲130 10 ―

増減率(％) ▲2.7 ― ― ― ―

（参考）前第２四半期（中間期）実績

（2026 年３月期第２四半期）
40,220 ▲599 ▲364 ▲259 ▲8 円 87 銭

２．修正の理由

当中間連結会計期間につきましては、2027 年 4月からの省エネ基準引上げを背景としたセパレートエ

アコンの販売や石油暖房機器の輸出などが順調に推移したものの、住宅設備機器における主力のエコキ

ュートが競合他社の攻勢やミドルクラスにおける苦戦などで減少した影響などにより、売上高が当初予

想を下回る見込みです。

利益面においては、住宅設備機器等の販売減少に加え、原材料などの仕入価格が大きく上昇している

ことが影響し、当初予想を下回る見込みです。なお、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、

政策保有株式の一部売却で投資有価証券売却益を計上したことなどにより、当初予想を上回る見込みで

す。

通期の業績予想につきましては、現在集計中であり、公表すべき場合は速やかにお知らせいたします。

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。

以 上


